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対象（誰、何を対象としているか） 意図（どのような状態にしたいのか）
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３ 市民満足度調査の状況

満足度

不満度

重要度

H

2

8

H

2

9

H

3

0

H

3

1

R

2

R

3

R

4

R

5

3

.

7

3

.

7

3

.

7

3

.

7

3

.

2

3

.

2

3

.

2

3

.

2

2

.

5

3

.

1

3

.

3

3

.

1

3

6 6 6 6 6 6 6 8
1 6

.

6

3

.

9

5

.

4

7

.

3

3

.

7

3

.

7

3

.

7

3

.

7

3

.

2

3

.

2

3

.

2

3

.

2

2

.

5

3

.

1

3

.

3

3

.

1

3

6 6 6 6 6 6 6 8
1 6

.

6

3

.

9

5

.

4

7

.

3

令和 年度3 高松市施策評価表（ 年度分）2

2018

2019

2020

2022

2023

令和 年3

安全で安心して暮らし続けられるまち

安全で安心して暮らせる社会環境の形成

消防・救急の充実強化

消防局

消防局総務課

087-861-2502
Ａ

　市民 　生命、身体及び財産を火災から保護するとともに、水火災
又は地震等の災害を防除し、これらの災害による被害を軽減
するほか、災害等による傷病者の搬送を適切に行う。

出火率
％

年度30 年度31 年度2 年度4 年度5

3.3 3.1 3 3.2 3.2

　火災予防に係る各種啓発活動、住宅火災の減少を目的とした住宅用
火災警報器の設置促進活動等を継続的に実施したことにより、引き続
き目標値を達成できている。

％106.3

点30

救命率
％

年度30 年度31 年度2 年度4 年度5

3.9 5.4 7.4 6 8

　救命率は昨年に比して上昇し、目標値であった６％を上回った。応
急手当の普及啓発活動を継続したことはもとより、１１９番通報時に
おける心肺蘇生法等の口頭指導や、救急隊員の対応力の向上に努めた
結果であると考えられる。今後も、救命率の向上のため、更なるスキ
ルアップに取り組む。

123.3％

点30

年度30 年度31 年度2 年度4 年度5
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）30 年度（決算）31 年度（決算）2 年度（予算）3

937,709 980,432 1,081,990 1,175,554

3,675,737 3,778,824 3,711,072 3,711,072

4,613,446 4,759,256 4,793,062 4,886,626

ハード面における消防力の充実・強化を図るため、老朽化した消防署及び消防団屯所の再整備並びに消防車両の更新等を計画的
に進める必要がある。
　一方、ソフト面では、地域コミュニティの変容や高齢化、人口減少等による消防需要の多様化に対応するため、消防団を始めと
する関係団体との連携強化により地域防災力を高め、総合的な消防力の強化に努める必要がある。

ハード面における消防力の充実・強化を図るため、老朽化した消防署所及び消防車両の更新等を計画的に進める必要がある。ま
た、消防団屯所の整備においても、地域の拠点であることから、津波、高潮及び洪水等の対応を考慮した整備を行う必要がある。
　一方、ソフト面では、消防需要の多様化に対応するため、消防団を始めとする地域コミュニティなど関係団体との連携を強化 
し、地域が持つ防災力を高め、総合的な消防力の強化に努める必要がある。

消防団の充実・強化

（評価対象外）消防団活動推進事業



基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

救急活動の推進

（評価対象外）救急艇等管理事業



基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

消防施設・設備の整備
Ａ

消防署所適正配置整備事業
％97 Ａ 継続

消防署所の耐震化率

消防署所数

％100.0

％100.0

（評価対象外）消防屯所整備事業

（評価対象外）消防職員研修事業

（評価対象外）消防活動事業

（評価対象外）消防署所管理事業

（評価対象外）消防事務管理事業

（評価対象外）消防屯所管理事業

（評価対象外）消防車輌整備事業

（評価対象外）消防水利整備事業

（評価対象外）消防業務受託事業


